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陶
徳
民
先
生
の
ご
退
職
に
際
し
て

沈　
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陶
德
民
先
生
は
二
〇
二
二
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
関
西
大
学
を
退
職
さ
れ
ま
す
。
い
つ
か
来
る
定
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、
名
残
惜
し
い

限
り
で
す
。

　
「
有
縁
千
里
来
相
會
」。
陶
先
生
と
関
西
大
学
と
の
ご
縁
は
早
く
も
一
九
八
四
年
一
二
月
に
結
ば
れ
ま
し
た
。
当
時
中
国
の
名
門
復
旦
大

学
で
幕
末
の
日
英
関
係
に
関
す
る
修
論
を
執
筆
中
の
陶
先
生
は
、
そ
の
一
年
前
に
姉
妹
校
と
な
っ
た
関
西
大
学
の
「
大
学
院
交
流
研
究
生
」

と
し
て
上
海
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ
て
き
て
、
約
五
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
英
国
策
論
』
や
斎
藤

竹
堂
『
鴉
片
始
末
』
な
ど
の
貴
重
資
料
を
蒐
集
す
る
た
め
で
し
た
。
受
け
入
れ
担
当
者
は
当
時
の
文
学
部
長
、
活
発
な
日
中
学
術
交
流
活

動
で
有
名
な
大
庭
脩
先
生
で
あ
っ
た
。
松
浦
章
先
生
と
東
洋
史
の
博
士
後
期
課
程
学
生
鵜
飼
昌
男
さ
ん
も
熱
心
に
関
係
各
所
へ
の
案
内
役

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
八
六
年
春
に
再
び
来
日
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
度
は
復
旦
大
の
若
手
教
員
と
し
て
大
阪
大
学
大
学
院
で
学
識
を

増
や
し
、
博
士
号
を
取
る
た
め
で
し
た
。
そ
の
目
的
は
一
九
九
一
年
三
月
に
達
成
さ
れ
、
学
位
論
文
「
懐
徳
堂
の
研
究
」
は
三
年
後
の
一

九
九
四
年
に
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』
と
い
う
書
名
で
大
阪
大
学
出
版
会
の
最
初
期
出
版
物
の
一
種
と
し
て
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。
学
位

論
文
を
提
出
後
、
審
査
結
果
を
待
っ
て
い
る
間
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
孫
文
と
坂
本
竜
馬
の
研
究
で
有
名
な
マ
リ
ウ
ス
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
先
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生
（
外
国
籍
の
日
本
文
化
功
労
者
第
一
号
）
の
受
け
入
れ
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
学
部
客
員
研
究
員
と
し
て
在
外
研
究
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
博
士
号
取
得
後
は
同
先
生
の
推
薦
に
よ
り
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
Ｅ
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
Ｐ
Ｄ
と
な
り
、
日
米

関
係
史
の
大
家
入
江
昭
教
授
と
徳
川
時
代
史
の
専
門
家
Ｈ
・
ボ
ラ
イ
ソ
ー
教
授
の
指
導
の
も
と
で
研
究
活
動
を
続
け
、
傍
ら
同
大
学
東
ア

ジ
ア
言
語
文
明
学
部
杜
維
明
教
授
の
コ
ア
・
コ
ー
ス
「
東
洋
哲
学
」
の
助
教
、
タ
フ
ツ
大
学
歴
史
学
部
の
非
常
勤
講
師
（「
韓
国
史
」
コ
ー

ス
）
を
そ
れ
ぞ
れ
一
学
期
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
大
学
（
米
国
型
師
範
教
育
を
導

入
し
、『
日
清
字
音
鑑
』
も
作
っ
た
明
治
期
の
教
育
者
伊
沢
修
二
の
留
学
先
）
で
教
職
を
得
ま
し
た
が
、
一
九
九
六
年
に
河
田
悌
一
先
生
と

大
庭
脩
先
生
の
ご
推
挙
に
よ
り
関
西
大
学
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
在
職
二
六
年
間
、
関
西
大
学
の
教
育
、
研
究
に
多
大
な
貢
献
を

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

陶
先
生
の
学
問
分
野
は
日
本
漢
学
で
す
。
中
国
の
学
問
に
依
拠
し
な
が
ら
も
徐
々
に
独
自
の
問
題
意
識
と
学
問
方
法
を
樹
立
さ
せ
、
近

世
以
降
大
い
に
隆
興
し
た
学
問
で
す
。
学
位
論
文
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
陶
先
生
は
「
懐
徳
堂
」
と
い
う
大
阪
町
人
が
開
設
し
た
儒
学

書
院
（
一
七
二
四
―
一
八
六
九
）
の
組
織
形
態
、
学
問
内
容
、
関
係
人
物
へ
と
研
究
を
深
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
関
西
大
学
に
来
ら
れ

て
か
ら
は
さ
ら
に
内
藤
湖
南
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
貴
重
な
文
献
資
料
を
発
掘
し
、
吉
田
松
陰
、
ペ
リ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
衛
三
畏
）
へ

と
研
究
範
囲
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
。
陶
先
生
の
強
み
は
何
と
言
っ
て
も
英
語
圏
の
東
ア
ジ
ア
研
究
の
現
状
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
関
西
大
学
は
こ
こ
十
数
年
来
、「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
」
と
い
う
新
た
な
学
問
体
系
を
提
唱
し
、
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点

（
文
部
科
学
省
選
定
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
創
設
し
、
多
く
の
大
学
専
任
教
員
を
輩
出
し
ま
し
た
。
陶
先
生
は
、
そ
の
広

い
視
野
、
膨
大
な
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
ア

ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
の
設
立
（
二
〇
〇
九
）
に
尽
力
さ
れ
、
初
代
会
長
と
し
て
第
一
回
国
際
学
術
大
会
を
成
功
裏
に
導
き
、
そ
の
国
際
的
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な
学
会
運
営
手
法
が
当
学
会
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
学
会
の
英
文
雑
誌
の
編
集
長
の
労
も
厭
わ
ず
、
現
在
も
編
集
委

員
と
し
て
指
導
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
会
員
数
六
〇
〇
人
を
誇
る
東
ア
ジ
ア
交
渉
学
会
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
学
術
大
会
を
一
四

回
開
催
し
、
英
文
学
会
誌
を
一
三
号
世
に
送
り
だ
し
ま
し
た
。
陶
先
生
は
、
東
西
学
術
研
究
所
の
研
究
課
題
で
あ
る
「
東
西
両
洋
文
化
の

比
較
研
究
」
の
中
核
を
な
す
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
功
労
者
で
す
。

　

陶
先
生
の
人
と
な
り
は
、
多
言
を
贅
す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。「
学
而
不
厭
」「
誨
人
不
倦
」「
諄
諄
善
誘
」「
有
長
者
風
」、
古
君
子

を
形
容
す
る
言
葉
の
ど
れ
も
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。
定
年
延
長
に
入
っ
て
か
ら
も
、
学
殖
と
し
て
残
す
べ
く
、
十
数
冊
の
著
書
を

出
版
す
る
目
標
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
も
東
西
学
術
研
究
所
所
長
と
し
て
、
そ
の
中
の
一
冊
、『
松
陰
と
ベ
リ
ー
：
下
田
密
航
を
め

ぐ
る
多
言
語
的
考
察
』
に
序
文
を
執
筆
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
序
文
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
ま
し
た
。

　

陶
先
生
は
、
江
戸
、
明
治
期
の
漢
学
者
を
中
心
に
日
本
漢
学
に
関
わ
る
研
究
に
長
年
精
進
さ
れ
て
お
り
、
日
本
、
中
国
そ
し
て
西

洋
を
見
渡
せ
る
マ
ル
チ
研
究
者
と
し
て
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
も
、
副
題
に
「
多
言
語
的
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本

や
ア
メ
リ
カ
の
資
料
館
、
図
書
館
に
埋
も
れ
て
人
に
知
ら
れ
ぬ
歴
史
文
献
を
発
掘
し
、
東
西
の
思
想
的
葛
藤
に
着
眼
し
、
精
密
に
分

析
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
60
余
の
図
版
・
画
像
か
ら
な
る
口
絵
も
驚
嘆
に
値
す
る
。「
人
間
の
言
語
と
知

識
は
、
そ
の
内
容
に
対
象
の
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
も
の
と
し
て
成
立
す
る
」（
上
杉
喬
）
と
あ
る
よ
う
に
、
陶
先
生
は
、
か
ね
て
か
ら
画

像
資
料
を
蒐
集
し
、
歴
史
の
記
述
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
情
熱
を
注
が
れ
て
い
る
。
画
像
の
発
見
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
掲
載
に
は

著
作
権
の
処
理
に
多
大
な
時
間
と
労
力
を
強
い
ら
れ
る
昨
今
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
陶
先
生
の
努
力
に
敬
服
を
禁
じ
得
な
い
。
努
力

の
甲
斐
あ
っ
て
、
本
書
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
論
考
と
相
俟
っ
て
、
歴
史
の
絵
巻
物
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。
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こ
れ
は
こ
の
一
冊
に
対
す
る
評
価
で
は
な
く
、
む
し
ろ
陶
先
生
の
一
貫
し
た
学
風
で
す
。
最
終
講
義
で
、
陶
先
生
は
、

海
外
洗
礼　

見
賢
思
斉　

松
陰
湖
南　

林
肯
栄
一

文
化
交
渉　

無
限
転
機　

筆
耕
不
輟　

聊
以
自
娯

と
「
古
稀
感
言
」
を
吟
じ
ら
れ
ま
し
た
。
陶
先
生
に
と
っ
て
、
吉
田
松
陰
、
内
藤
湖
南
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
渋
沢
栄
一
等
の
先
賢
諸
子
は
研

究
対
象
で
あ
り
、
人
生
の
目
標
で
も
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
し
た
。
ま
た
学
問
の
方
法
、
ご
自
分
の
治
学
態
度
も
述
懐
し
て
お
り
、
来

場
の
同
僚
、
学
生
諸
君
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

　

最
近
、
陶
先
生
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
書
を
購
入
し
、
若
い
と
き
に
習
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
記
憶
を
呼
び
戻
し
、
研
究
の
深
化
を
図
り

た
い
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
人
生
百
年
と
い
わ
れ
る
昨
今
、
正
に
古
希
を
迎
え
ら
れ
た
陶
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
「
人
生
は
ま
だ
旅

の
途
中
」
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
り
つ
つ
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
ご
功
労
を

犒
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
一
月
吉
日　
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図１　関西大学東西学術研究所特別研究会・講演「中国教会大学史研究の現状」
1997 年 12 月 17 日　　東西学術研究所蔵

（敬称略）前列右より 奥村佳代子、尾崎実（ 1937-2003 ）、
講演者 章開沅（ 1926-2021 ）；

後列右二人目より 松浦章、沈国威、内田慶市、河田悌一、一人おいて 通訳担当 陶徳民

図２　MIHO MUSEUM（滋賀県）見学時の記念写真　1999 年 3 月 22 日　　個人蔵
（敬称略）左より 吾妻重二、大庭博子夫人、Jansen 夫人、

Marius Jansen（ 1922-2000；1999 年度文化功労者）、河田悌一、
大庭脩（ 1927-2002；1986 年度日本学士院賞）、陶徳民



一
〇

図３　関西大学文化交渉学教育研究拠点開所式参加者（一部）が内藤湖南晩年の 
隠居宅・恭仁山荘（京都府南部）を見学後、大広間で開催した晩宴

（ 2007 年秋）　　個人蔵
（敬称略）正面中央 余英時先生（ 1930-2021 ）と夫人陳淑平；

その左側 鄭培凱、王汎森、李焯然、章開沅、葛兆光；
右側 陶徳民、河田悌一、戸川芳郎、増田周子

図 4　北京外国語大学で開かれる S. W. ウィリアムズ生誕 200 周年記念
国際シンポジウム参加者の記念写真（ 2012 年 12 月 14-18 日）　　

北京外国語大学中国海外漢学研究センター蔵
（敬称略）前列右より 2 人目 陶徳民、3 人目 王暁秋、5 人目 山口栄鉄（ 1938-2021 ）、

6 人目 内田慶市；
中列右より 6 人目 桐原健真、7 人目 沈国威；

3 列目右より 8 人目 顧鈞

•19世見納哀亘与負冒~昌匡旱求碍計会
“""‘'99 .. 99 99 計］， l lll ●9 ●● ぃ U•m).... w. l`"l"嶋
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図 5　関西大学で開かれた「大正癸丑蘭亭会百周年記念行事」の
発起人会記念写真（ 2013 年春）　　関西大学博物館蔵

（敬称略）前列左より 祁小春、杭迫柏樹、興膳宏、前田裕、杉村邦彦、水田紀久、
脇田修（ 1931-2018 ）、河田悌一；

中列左より 中村伸夫、王宝平、木村昌人、大野修作、北川勝彦、陶徳民、西上実、
大橋成行（ 1944-2021 ）、陳波、岸田知子、中村史朗、仲本純介；

後列左より 井上克人、薮田貫、中谷伸生、吾妻重二、内田慶市

図 6　天津・南開大学で開かれた国際シンポジウム「内藤湖南と中国」の
記念写真（ 2013 年秋）　　南開大学日本研究院蔵

（敬称略）前列左より 宋志勇、大里浩秋、陶徳民、勝田尚、井上克人、楊棟樑、
J. A. Fogel、盧盛江、長谷部剛、西本昌弘；

中列左より 秦蓁、小田嶋隆一、朱琳、前田環、名和悅子、林志宏、劉雨珍、周閱、
錢婉約、何英鶯、吳偉明、劉岳兵；

後列左より 王凱、姜克實、高木尚子、楊陽、高木智見、印曉峰、印藤和寬、胡寶華、
胡珍子、呂超、柳文全、馬銘

.... 
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